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�

�　

は
じ
め
に

近
世
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱
寺
の
存
在
は
、
残
存
す
る
幕
府
史
料
・
寺
院
史
料
な

ど
に
よ
り
様
々
な
角
度
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
新
義
真
言
宗
護
持
院
が
将
軍

家
の
祈
禱
を
近
世
初
期
か
ら
幕
末
に
至
る
間
、
�
貫
し
て
実
施
し
た
こ
と
は
先
論（

（
（

に

よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
元
禄
・
享
保
期
に
お
け
る
護
持
院
の
様
相
は

林
亮
勝
氏
・
坂
本
正
仁
氏
の
詳
細
な
論
考
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
享
保

期
以
降
の
同
寺
の
様
相
に
関
す
る
論
考
は
少
な
い（

（
（

。
そ
の
理
由
と
し
て
二
つ
が
挙
げ

ら
れ
る
。
�
つ
は
護
持
院
役
者
が
記
し
た
日
鑑
『
護
持
院
日
記
』(

現
在
護
国
寺
所

蔵)

が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
同
史
料
の
数
量
が
膨
大
の
た
め
利
用
が
困
難
な
現
状
で

あ
る
こ
と
。
も
う
�
つ
は
享
保
元
年
、
徳
川
吉
宗
が
将
軍
に
就
任
す
る
と
祈
禱
実
施

や
祈
禱
札
献
上
の
制
限
が
下
さ
れ
た
が
、
そ
う
し
た
政
策
下
に
お
い
て
も
護
持
院
が

将
軍
家
祈
禱
寺
と
し
て
機
能
を
果
た
し
続
け
た
内
容
を
示
す
史
料
の
存
在
か
ら
、
享

保
期
以
降
で
も
同
寺
の
機
能
に
は
変
化
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

享
保
以
降
に
お
け
る
護
持
院
の
祈
禱
寺
と
し
て
の
機
能
に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ

た
指
摘（

（
（

に
つ
い
て
首
肯
す
る
が
、
祈
禱
の
実
態
そ
の
も
の
を
詳
細
に
伝
え
る
論
考
は

み
ら
れ
な
い（

（
（

。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
に
論
述
さ
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
享
保
期
以
降
の
護
持
院
に
お
け
る
祈
禱
の
様
相
を
同
寺
に
お
け
る
山
内
行
事
か

ら
窺
い
、
江
戸
期
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱
寺
の
実
態
に
迫
っ
て
み
た
い
。

二　

享
保
期
以
降
の
護
持
院
に
お
け
る
祈
禱
の
実
態

―

恒
例
の
祈
禱
・
山
内
行
事
か
ら
み
た―

元
禄
期
の
護
持
院
に
お
け
る
祈
禱
の
様
相
に
つ
い
て
は
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
時

代
を
中
心
に
認
知
さ
れ
て
い
る
が
、
享
保
期
以
降
、
近
世
後
期
に
お
け
る
護
持
院
と

将
軍
家
の
関
係
に
は
変
化
が
在
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
享
保
期
以
降
の
護

持
院
に
お
け
る
祈
禱
に
つ
い
て
『
筑
波
山
護
持
院
年
中
行
事　

附
臨
時
雑
記（

（
（

』
を
素

材
史
料
と
し
、
護
持
院
の
将
軍
家
と
の
関
係
を
考
察
し
た
い
。
先
ず
、
護
持
院
に
お

い
て
恒
例
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
祈
禱
・
法
会
・
行
事
に
つ
い
て
、

【
表
１
】
月
次
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

【
表
２
】
年
次
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

と
し
て
、
�
覧
表
を
作
成
し
た
。

先
ず
、【
表
１
】か
ら
見
て
い
き
た
い
。
元
禄
期
の
様
相
を
比
べ
る
と
、隆
光
・
亮
賢
・

綱
吉
・
桂
昌
院
の
法
会
が
増
え
た
程
度
で
、
基
本
的
な
内
容
に
変
化
は
無
い
。
綱
吉
・

桂
昌
院
の
法
会
が
月
次
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
期
に
お
け
る
護

持
院
と
将
軍
家
の
関
係
の
深
さ
が
窺
え
る
。
月
次
登
城
の
日
取
も
�
・
十
六
・
二
十
八

日
（
正
〜
三
月
は
登
城
無
し
）
と
元
禄
期
と
同
様
で
あ
る
。
�
日
・
二
十
八
日
は
本

丸
、
十
五
日
は
本
丸
と
西
丸
、
と
登
城
先
が
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
元
禄

期
に
は
、
隆
光
自
身
が
月
次
御
礼
の
登
城
と
札
守
献
上
を
併
せ
て
行
な
っ
て
い
た
場

合
も
あ
っ
た
が
、
享
保
期
以
降
の
護
持
院
で
は
月
次
御
礼
・
札
守
の
献
上
は
別
々
に

実
施
さ
れ
た
。
特
に
祈
禱
札
の
献
上
は
山
主
で
は
な
く
使
僧
を
遣
わ
し
実
施
さ
れ
て

い
た
。
登
城
は
、
護
持
院
側
で
は
な
く
幕
府
儀
礼
の
�
つ
と
し
て
規
定
付
け
ら
れ
て

近
世
後
期
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱
寺　

―
―

護
持
院
の
山
内
機
構
を
中
心
に―

―
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近
世
後
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軍
家
祈
禱
寺

二

お
り
、
寺
社
奉
行
か
ら
の
通
達
を
受
け
て
実
行
さ
れ
る
の
が
基
本
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
献
上
に
関
し
て
も
寺
社
奉
行
・
大
奥
女
中
等
の
伝
達
機
関
へ
願
書
を
提
出
し

た
上
で
行
動
を
と
っ
て
い
た
。

月
次
御
礼
の
登
城
を
行
っ
て
い
な
い
の
は
正
・
二
・
三
月
の
三
回
だ
が
、
正
月
は

「
年
頭
の
儀
礼
」、
三
月
は
天
明
七
年
以
前
ま
で
は
登
城
を
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記

載
が
あ
る（

（
（

。
二
月
に
関
し
て
は
、

二
月
朔
日

�
、
月
次
御
礼
登
城
例
年
無
之
、
今
日
ハ
御
城
ニ
而
御
鏡
開
キ
、
上
野
御
門
主

樣
御
登
城
ニ
付
、
諸
家
共
ニ
登
城
無
之
但
、
奉
行
所
ゟ
御
達

有
之
、
例
年
無
之
、

（
後
略
）

と
あ
り（

（
（

、
城
中
の
鏡
開
き
に
際
し
上
野
御
門
主
（
輪
王
寺
門
跡
）
が
日
光
よ
り
鏡
餅

を
献
上
す
る
た
め
他
宗
寺
院
の
登
城
は
無
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
寛
政

五
年
二
月
朔
日
に
は
、

二
月
朔
日

（
中
略
）

�　

今
日
巳
上
刻
御
白
書
院　
　

出
御　

日
光
山　

久
能
山

御
鏡
御
頂
戴

御
前
目
録

三
束
�
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
光
御
門
跡

右
御
対
顔
高
家
披
露
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下

安
楽
心
院
宮
使
者

村
長
門

右
御
太
刀
目
録

高
家
披
露
之
（
下
略
）

と
あ
り（

（
（

。
日
光
山
・
久
能
山
の
鏡
餅
を
献
上
し
て
い
る
。
以
下
省
略
し
た
が
、
日
光
・

東
叡
両
山
の
天
台
宗
関
係
寺
院
が
列
席
し
て
い
る
様
子
も
窺
え
る
。
し
か
し
、
元
禄

期
の
鏡
開
き
を
見
て
み
る
と
、

�
朔
日
、
如
例
御
鏡
頂
戴
被
遊
、
日
光
御
門
跡
登
城
、
上
野
寺
中
衆
不
残
登
城
、

御
鏡
頂
戴
終
テ
、
上
野
寺
中
衆
御
年
頭
御
礼
申
上
、
則
退
出
、
御
仕
舞
拝
見

被
致
候
ハ
、
覺
王
院
・
凌
雲
院
・
觀
理
院
・
圓
覺
院
・
護
法
院
、
役
者
衆
・

御
仏
殿
別
當
衆
迄
也
、
其
外
ハ
皆
眞
言
宗
也
、（
後
略
）

と
あ
り（

（
（

、
日
光
門
跡
を
筆
頭
に
寛
永
寺
関
係
寺
院
と
同
様
、
護
持
院
を
始
め
真
言
宗

僧
も
列
席
し
て
い
る
。
綱
吉
代
以
降
、
鏡
開
き
に
護
持
院
が
同
席
す
る
事
は
な
く
な

り
、
以
降
も
鏡
開
き
は
日
光
門
跡
を
中
心
と
し
た
日
光
山
・
東
叡
山
関
係
の
天
台
宗

寺
院
の
み
で
継
続
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
元
禄
期
の
護
持
院
（
隆
光
）
が
厚
遇

さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る（
（（
（

が
、
幕
府
の
寛
永
寺
に
対
す
る
位
置
付
け
は
、
護
持
院

な
ど
の
将
軍
家
祈
禱
寺
よ
り
も
高
い
位
置
に
置
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
【
表
２
】
を
見
て
み
る
と
、
こ
こ
に
含
ま
れ
る
山
内
法
会
の
殆
ど
が
元
禄

期
か
ら
継
続
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、大
き
な
変
化
は
特
に
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

歴
代
将
軍
の
法
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
点
も
、
月
次
法
会
と
同
様
、
時
間
の
経
過
と

共
に
増
加
し
た
行
事
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、護
持
院
山
内
に
お
け
る
法
会
を
中
心
に
見
て
き
た
。
基
本
的
に
は【
表

１
】
の
中
で
実
施
さ
れ
て
い
る
月
次
の
法
会
で
修
さ
れ
た
祈
禱
札
を
、
十
六
日
に
ま

と
め
て
献
上
す
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
同
史
料
『
年
中
行
事
』
に
は
、

同（
�

十月
（
六
日

�
、
両
上
樣
江
月
次
御
札
守
挟
箱
壱
ツ
江
御
�
所
ニ
入
、使
僧
暁
七
ッ
時
罷
出
、

但
挟
箱
持
壱
人
、
宰
領

衆
壱
人
、
草
り
取
壱
人

召
連
、先
御
本
丸
江
罷
上
り
、於
御
札
掛
り
御
坊
江
相
渡
相
済
、

夫
よ
り
西
御
丸
江
罷
上
り
、
是
又
御
札
掛
り
御
坊
主
へ
相
渡
相
済
、
御
月

番
寺
社
奉
行
所
江
罷
出
届
書
差
出
ス
、
尤
玄
関
ニ
而
取
次
江
相
渡
相
済
、

但
今
日
ハ
御
奉
行
所
ニ
而
序
へ
通
役
人

ニ
御
目
ニ
掛
り
鉄
砲
證
文
受
取
可
申
候

（
後
略
）

と
あ
り（
（（
（

、
札
守
献
上
に
際
し
て
の
経
路
等
の
説
明
が
詳
細
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。

十
六
日
の
献
上
は
寺
社
奉
行
（
表
向
）
へ
届
出
が
提
出
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
こ
の

時
の
祈
禱
行
為
は
表
向
の
祈
禱
で
あ
る
と
言
え
る
。【
表
２
】
に
見
ら
れ
る
行
事
の

大
半
は
祈
禱
と
は
無
関
係
の
故
人
の
回
忌
法
要
・
寺
院
主
体
の
仏
教
行
事
・
そ
し
て

上
巳
・
端
午
・
七
夕
・
八
朔
・
重
陽
等
の
幕
府
主
体
の
儀
礼
で
【
表
１
】【
表
２
】

に
含
ま
れ
る
事
例
の
性
格
は
表
向
に
属
す
る
事
柄
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
護
持
院
の
奥
向
の
性
格
は
ど
の
よ
う
な
部
分
に
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
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三

奥
向
を
介
し
て
献
上
さ
れ
た
事
例
を
【
表
３
】
に
掲
載
し
た
。
正
月
・
五
月
・
七
月
・

九
月
に
大
奥
へ
祈
禱
札
が
献
上
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
月
次
の
祈
禱
札
献
上
（
毎
月

十
六
日
）
と
は
別
に
献
上
さ
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
、『
年
中
行
事
』
正
月
十
五
日

条
を
次
に
挙
げ
て
み
た
い
。

同（
正

十月
（
五
日

�
、
山
主
様
、
両
御
丸
御
礼
御
登
城
、
六
ッ
時
過
御
出
輿
な
り
、
西
丸
ハ
御
奏
者
、
御
□
、

大
目
付
等
御
出
席
、
御
奏

者
ゟ
二
畳
被

下
□
御
礼

�
、
聖
天
浴
油
開
白
、

�
、
月
次
仁
王
経
出
仕
、
山
主
様
御
登
城
ニ
付
、
役
者
壱
人
修
法
、
衆
僧
読
経
、

�
、
御
日
待
、
札
所
長
屋
ニ
而
、
月
々
替
ル
貼
勤
之
、

�
、
大
奥
江
御
札
守
・
御
供
物
等
、
御
文
・
目
録
相
添
、
使
僧
を
以
差
出
ス
、

尚
々
、
相
か
わ
ら
す
幾
万
々
年
も
御
長
久
御
は
ん
し
や
う
の
御
事
と
い
わ

い
上
奉
り
候
、
め
て
た
く
か
し
く
、

�
筆
申
上
奉
り
候
、
ま
つ
〳
〵
公
方
様
大
納
言
様
ま
す
〳
〵
御
機
嫌
よ
く
成
ら

せ
ら
れ
、
恐
な
か
ら
御
め
て
た
く
そ
ん
し
奉
り
候
、
扨
は
当
月
の
御
祈
禱
御
本

命
星
供
�
七
ヶ
日
夜
し
ゅ
行
仕
り
、
御
札
守
・
御
供
物
さ
し
上
奉
り
候
、
并
長

日
御
祈
禱
各
々
修
行
仕
り
、
目
録
の
通
り
御
札
守
・
御
備
折
さ
し
上
奉
り
候
、

ま
事
に
幾
万
々
年
も
御
長
久
御
は
ん
し
や
う
の
御
事
と
精
誠
御
祈
念
仕
り
候
、

こ
の
た
ん
よ
ろ
し
く
御
取
成
た
の
ミ
上
奉
り
候
、
め
て
た
く
か
し
く
、

こ
ち
院
権
そ
う
正

常
磐
井
様　
公
方
様
大
納
言
様
御
附
之

飛
鳥
井
様　
御
老
女
御
連
名
候
也
、

む
め
た
様　

人
々
御
申
上

（
中
略
）

御
三
卿
様
方
江
差
上
候
節
茂
、
認
方
同
様
也
、
但
当
卦
本
卦
本
尊
ハ
相
替
也
、

尤
御
札
守
計
り
御
札
箱
ニ
入
、
御
文
添
上
ル
な
り
、

御
台
様
・
淑
君
姫
様
・
松
平
敦
之
助
様
、
此
外
ニ
茂
御
男
子
様
、
御
女
子
様
御

出
生
ニ
而
被
為
在
候
節
ハ
、
御
銘
々
御
札
守
計
り
差
上
ル
、
但
御
文
者
上
々
様

方
与
相
認
、
壱
通
ニ
而
相
済
、
目
録
ニ
銘
々
御
名
前
書
之
、

と
あ
る（
（（
（

。
十
五
日
、
山
主
が
月
次
御
礼
と
し
て
登
城
し
て
い
る
。
同
日
、
護
持
院
で

は
山
内
月
次
行
事
と
し
て
仁
王
経
会
が
実
施
さ
れ
、
使
僧
を
遣
わ
し
大
奥
へ
祈
禱
札

の
献
上
を
行
な
っ
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
山
内
機
構
が
多
岐
に
機
能
し
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
時
の
献
上
は
、「
当
年
御
星
供
�
七
ヶ
日
」
と
「
当
月

長
日
の
御
祈
禱
」
と
言
う
名
目
に
な
っ
て
い
る
が
、
覚
書
で
確
認
す
る
と
実
際
に
は

数
種
類
の
祈
禱
・
法
会
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
�
つ
の
祈
禱
札
が
作
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
月
次
の
他
に
も
相
当
数
の
祈
禱
が
実
施
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、公
方（
将
軍
家
斉
）
と
大
納
言（
将
軍
世
嗣
家
慶
）

の
他
に
も
、
御
台
所
・
御
簾
中
・
淑
姫
・
敦
之
助
・
綾
姫
と
言
っ
た
将
軍
家
家
族
に

対
す
る
長
日
の
祈
禱
も
実
施
・
献
上
さ
れ
て
お
り
、
護
持
院
の
祈
禱
が
奥
向
中
心
に

実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
後
半
部
分
に
は
大
奥
女
中
へ
宛
て

た
書
状
の
雛
形
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
献
上
さ
れ
た
内
容
を
窺
い
知
る
こ
と

が
出
来
る
。

三　

護
持
院
の
将
軍
家
祈
禱
寺
と
し
て
の
位
置

―

金
輪
寺
の
祈
禱
事
例
か
ら
窺
う―

前
章
で
は
、
護
持
院
の
機
能
が
近
世
後
期
に
至
っ
て
も
将
軍
家
祈
禱
を
中
心
と
し

て
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
を
言
及
し
た
。
本
章
で
は
、
護
持
院
以
外
の
寺
院
と
し
て

古
義
真
言
宗
王
子
金
輪
寺
が
実
施
し
た
祈
禱
事
例
を
通
し
て
護
持
院
の
将
軍
家
祈
禱

寺
と
し
て
の
位
置
付
け
を
考
察
し
た
い
。
金
輪
寺
が
祈
禱
寺
と
し
て
機
能
を
果
た
し

始
め
た
正
確
な
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
金
輪
寺
中
興
開
山
と
さ
れ
る
宥
養

が
家
康
か
ら
の
信
任
を
得
、
江
戸
城
へ
登
城
し
祈
禱
・
法
談
を
行
な
い
、
触
頭
で
あ

る
古
義
真
言
宗
五
箇
寺
と
し
て
も
機
能（
（（
（

す
る
他
、
将
軍
家
・
幕
府
に
対
す
る
種
々
の
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�

祈
禱
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
し
か
し
、
そ
の
指
摘
も
祈
禱
実

施
の
実
態
・
時
期
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
祈
禱
寺
と
し
て
の
金
輪
寺
の
様

相
は
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
同
史
料
に
は
寺
社
奉
行
へ
祈
禱
願
を
提
出

す
る
際
の
雛
形
が
「
例
書
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

例
書

�
元
文
二
年
巳
十
二
月
十
六
日

若
君
様
御
無
難
御
成
長
之
御
祈
禱
巻
数
西
御
丸
江
献
上
仕
候

御
掛

大
岡　

越
前
守
殿

�
宝
暦
十
�
年
巳
十
�
月
廿
七
日

若
君
様
御
無
難
御
成
長
之
御
祈
禱
巻
数
御
本
丸
江
献
上
仕
候

御
掛

太
田　

摂
津
守
殿

�
宝
暦
十
三
年
年
未
正
月
十
九
日

若
君
様
御
無
難
御
成
長
之
御
祈
禱
巻
数
御
本
丸
江
献
上
仕
候

御
掛

松
平　

和
泉
守
殿

�
寛
政
�
年
子
八
月
五
日

若
君
様
御
無
難
御
成
長
之
御
祈
禱
巻
数
御
本
丸
江
献
上
仕
候

御
掛

牧
野　

備
前
守
殿

右
の
史
料（
（（
（

か
ら
、
元
文
二
年
（
�
七
三
七
）
に
は
祈
禱
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
が

指
摘
で
き
る
。
こ
の
中
に
あ
る
元
文
・
宝
暦
の
事
例
三
件
と
、
右
に
は
無
い
が
宝
暦

六
年
五
月
十
九
日
に
も
着
帯
の
際
に
安
産
の
祈
禱
を
実
施
し
、
巻
数
を
献
上
し
て
い

る（
（（
（

。
以
上
か
ら
、
金
輪
寺
が
元
文
・
宝
暦
・
寛
政
と
江
戸
期
の
�
定
期
間
に
お
い
て
、

将
軍
家
の
祈
禱
を
実
施
し
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
後
の
文
化
年
間
に
も
金
輪
寺
は

将
軍
家
の
祈
禱
を
実
施
し
て
お
り
、
文
化
十
年
（
�
八
�
三
）
七
月
、
妊
娠
中
の
将

軍
家
斉
側
室
の
着
帯
に
際
し
金
輪
寺
か
ら
祈
禱
巻
数
献
上
願
が
寺
社
奉
行
へ
提
出
さ

れ
た
。廿

（
文
化

九十
年

日
七
月
（

�　

寺
社
御
月
番
阿
部
備（
正

中精
（

守
様
江
院
主
罷
出
、
寺
社
役
塩
田
屯
殿
江
御
面
会
、

御
安
産
御
祈
禱
巻
数
献
上
願
被
仰
入
、
願
書
・
例
書
・
添
簡
御
差
出
有
之
、

願
書
左
之
通奉

願
口
上
覚

今
般
西
御
丸

御
簾
中
様
被
為
遊　

御
着
帯
候
由
奉
承
知
候
、
依
之　

御
安
産
御
祈
禱
修

行
巻
数
献
上
仕
度
奉
願
候
、
願
之
通
被
為　

仰
付
被
下
置
候
者
難
有
仕
合

奉
存
候
、
以
上

文
化
十
年
酉
七
月

王
子

金
輪
寺
印

寺
社御

奉
行
所

と
あ
る（
（（
（

。
こ
の
願
を
許
可
す
る
書
付
が
、
翌
月
六
日
に
寺
社
奉
行
阿
部
正
精
か
ら
山

主
へ
渡
さ
れ
、
祈
禱
実
施
・
献
上
が
決
定
し
た
が
、
金
輪
寺
は
献
上
日
時
に
つ
い
て

質
問
を
寺
社
奉
行
へ
伺
い
を
立
て
た（
（（
（

。
こ
の
質
問
に
対
す
る
返
答
は
八
月
九
日
に
下

さ
れ
、九

（
文
化
十
年
八
月
（

日
院
主
阿
部
備（
正

中精
（
守
殿
江
御
出
、
塩
田
屯
殿
江
御
面
会
、
昨
日
被　

仰
聞
候

巻
数
献
上
日
限
之
儀
、
先
達
而
�
両
日
中
相
伺
候
様
被
仰
候
ニ
付
、
昨
日

役
僧
差
出
候
処
、
何
れ
拙
寺
方
ゟ
日
限
相
願
候
様
被
仰
聞
候
、
前
々
例
者

何
日
ニ
献
上
仕
候
様
御
達
御
座
候
而
献
上
仕
候
、
此
方
ゟ
日
限
奉
願
候
儀

無
御
座
候
趣
御
申
述
之
処
、
御
先
例
左
様
候
而
も
此
度
者
日
限
御
願
被
成

候
方
可
然
、
神
田
・
山
王
・
護
持
院
等
上
ゟ
被
仰
付
候
而
御
祈
禱
執
行
候
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五

も
献
上
日
限
者
相
願
、
其
外
高
野
行
学
・
小
池
坊
新
義
�
ヶ
寺
之
内
三
寺

等
皆
御
祈
禱
相
願
、
願
之
通
被
仰
付
候
而
巻
数
献
上
い
た
し
候
分
も
日
限

相
願
候
間
、
貴
寺
斗
此
方
ゟ
日
限
被
仰
付
候
茂
如
何
ニ
御
坐
候
間
、
先
例

者
兎
も
角
も
此
度
者
献
上
日
限
書
面
ニ
而
御
願
被
成
候
様
被
申
候
、
院
主

委
細
承
知
之
趣
ニ
而
御
引
取
、
御
帰
寺
（
傍
線
部
は
筆
者
）

と
あ
る（
（（
（

。
要
約
す
る
と
、
寺
社
奉
行
か
ら
献
上
の
日
時
を
決
め
て
願
い
出
よ
、
と
金

輪
寺
へ
指
示
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
ま
で
は
将
軍
家
か
ら
日
時
を
指
定
さ

れ
て
き
た
の
で
日
時
を
決
め
て
ほ
し
い
、
と
金
輪
寺
は
主
張
し
た
。
し
か
し
、
奉
行

所
か
ら
の
最
終
的
な
返
答
は
、
前
例
が
そ
う
で
あ
っ
て
も
今
は
神
田
明
神
・
山
王
社
・

護
持
院
等
も
将
軍
よ
り
祈
禱
を
命
ぜ
ら
れ
た
際
に
は
各
自
、
献
上
日
時
を
選
定
し
た

上
で
願
出
て
い
る
の
で
、
金
輪
寺
も
日
時
を
選
定
し
願
い
出
よ
、
と
言
う
内
容
で
あ

る
。
こ
う
言
っ
た
ケ
ー
ス
に
護
持
院
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
の
護

持
院
に
対
す
る
将
軍
家
祈
禱
寺
と
し
て
の
位
置
付
け
は
、
代
表
的
な
存
在
に
置
い
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
後
、
金
輪
寺
は
献
上
の
日
を
八
月
十
六
日
に
決
定
、
提
出
し
、
予
定
通
り
祈

禱
巻
数
を
献
上
し
た（
（（
（

。
ま
た
、
二
ヵ
月
後
の
十
月
晦
日
に
男
子
が
出
生
し
、
誕
生
成

長
の
祈
禱
も
金
輪
寺
は
実
施
し
て
い
る（
（（
（

。

上
記
の
史
料
か
ら
、
金
輪
寺
が
元
文
か
ら
文
化
に
至
る
七
十
年
間
、
祈
禱
を
通
し

て
将
軍
家
と
関
係
を
有
し
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
前
掲
し
た
寺
社
奉
行
と

交
わ
し
た
献
上
の
日
時
に
関
す
る
遣
り
取
り
か
ら
は
、
金
輪
寺
は
護
持
院
の
よ
う
な

将
軍
家
祈
禱
を
中
心
と
し
た
山
内
機
構
を
有
し
て
い
る
寺
院
で
は
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
上
、
祈
禱
を
実
施
し
た
後
に
献
上
す
る
品
が
巻
数
の
み
で
、
祈
禱
札

な
ど
の
御
守
類
は
�
切
無
い
。
将
軍
家
・
幕
府
に
関
す
る
祈
禱
を
実
施
し
て
い
た
指

摘（
（（
（

に
つ
い
て
は
、
日
常
の
山
内
行
事
の
様
相
を
伝
え
る
史
料
に
欠
け
る
た
め
、
結
論

に
至
る
事
が
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
金
輪
寺
が
幕
府
の
祈
禱
を
実
施
し
た
事
例

は
『
徳
川
実
紀
』
中
で
は
見
当
た
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
�
方
で
金
輪
寺
は
、

伽
藍
・
御
座
所
の
修
復
や
御
張
出
造
営
な
ど
の
事
業
に
対
す
る
将
軍
家
か
ら
厚
遇
さ

れ（
（（
（

、
将
軍
謁
見
の
際
に
は
独
礼
が
許
さ
れ
る
な
ど
幕
府
儀
礼
上
に
お
い
て
寺
格
の
高

い
位
置
に
在
っ
た（
（（
（

。
ま
た
、
修
復
事
業
に
関
し
て
は
将
軍
の
「
御
成
御
用
」
が
理
由

と
な
っ
て
い
る（
（（
（

。

し
か
し
、
金
輪
寺
の
五
箇
寺
と
し
て
の
役
務
を
除
い
た
場
合
、
将
軍
家
と
の
関
係

性
は
右
の
よ
う
な
鷹
狩
り
・
御
成
り
の
際
の
休
息
所
と
言
っ
た
部
分
し
か
窺
え
な
い
。

金
輪
寺
が
祈
禱
を
実
施
し
た
事
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
が
、
将
軍
家
と
の
関
係

を
保
っ
た
要
因
は
祈
禱
以
外
の
部
分
に
存
在
し
た
よ
う
に
思
え
る
。

�　

祈
禱
実
施
事
例
か
ら
窺
う

将
軍
家
祈
禱
寺
に
対
す
る
評
価

前
章
で
は
、
金
輪
寺
が
実
施
し
た
将
軍
家
祈
禱
の
様
相
を
窺
っ
た
が
、
そ
こ
で
提

示
し
た
史
料
か
ら
将
軍
家
祈
禱
寺
と
し
て
の
機
能
の
詳
細
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
し
か
し
、
先
論
に
お
け
る
金
輪
寺
に
対
す
る
評
価
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
太
田
氏
は
「
金
輪
寺
で
は
、毎
月
�
日
に
天
下
泰
平
と
将
軍
家
の
武
運
長
久
・

子
孫
繁
栄
を
祈
念
し
て
大
般
若
の
転
読
が
行
わ
れ
る
の
を
慣
例
と
し
て
お
り
、
さ
ら

に
将
軍
の
妻
妾
が
懐
胎
し
た
と
き
や
出
産
に
際
し
て
は
、
巻
数
を
幕
府
へ
献
上
す
る

な
ど
、
将
軍
家
・
幕
府
に
対
す
る
種
々
の
祈
願
を
行
っ
て
い
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
お

り（
（（
（

、
捉
え
方
に
よ
っ
て
は
護
持
院
・
護
国
寺
の
よ
う
な
祈
禱
寺
を
連
想
さ
せ
る
。
し

か
し
、
祈
禱
札
の
献
上
を
廻
り
寺
社
奉
行
か
ら
日
取
り
選
定
の
指
示
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
加
味
す
る
と
、
金
輪
寺
自
身
の
寺
内
機
構
に
は
恒
常
的
に
祈
禱
札
を
献
上
す

る
シ
ス
テ
ム
は
構
築
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
太
田
氏
の

指
摘
さ
れ
る
祈
禱
寺
と
護
持
院
の
よ
う
な
祈
禱
寺
に
は
機
能
・
性
格
か
ら
見
て
も
大

き
な
差
異
が
在
る
よ
う
に
思
え
る
。『
御
触
書
集
成（
（（
（

』
に
天
明
七
年
か
ら
八
年
頃
の

大
飢
饉
に
関
す
る
祈
禱
命
令
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
、
護
持
院
に
関
し
て
次
の

よ
う
に
あ
る（
（（
（

。
天
明
八
年
申
年
正
月
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六

寺
社
奉
行
え

白
銀
三
拾
枚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護　

持　

院

五
穀
豊
熟
安
全
之
御
祈
禱
被　

仰
付
候
間
、
執
行
可
仕
候
、
依
之
右
之
通
御

祈
禱
料
被
下
候
間
、
其
段
可
被
申
渡
候
、

正
月

護
持
院
�
箇
寺
に
対
し
て
の
御
触
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
時
に
神
社
方
面
へ
も
祈
禱
命

令
が
下
さ
れ
て
い
る
。

　

天
明
八
年
申
年
正
月

　

寺
社
奉
行
え

五
穀
豊
熟
安
全
之
御
祈
禱
、
於
左
之
所
ニ
被　

仰
付
候
間
、
執
行
可
仕
候
、

出
雲
大
社
え

黄
金
三
枚

豊
前
宇
佐
え

同　

断

常
陸
鹿
島
え

同　

断

下
總
香
取
え

同　

断

右
之
通
御
祈
禱
料
被
下
候
間
、
其
段
可
被
申
渡
候
、
以
飛
脚
可
被
申
越
候
、

正
月

と
あ
り（
（（
（

、
護
持
院
と
同
時
に
出
雲
大
社
・
宇
佐
八
幡
宮
・
鹿
島
神
宮
・
香
取
神
宮
へ

も
祈
禱
命
令
が
下
さ
れ
て
い
る
。
護
持
院
側
の
史
料（
（（
（

に
依
れ
ば
、
こ
の
時
に
寺
院
系

で
祈
禱
を
依
頼
さ
れ
た
の
は
護
持
院
の
み
で
残
り
は
全
て
神
社
で
あ
っ
た
。
同
年

十
二
月
に
は
、

天
明
八
年
申
年
十
二
月

御
勘
定
奉
行
え

諸
國　

御
朱
印
之
寺
社
ニ
お
ゐ
て
、
五
穀
豊
熟
萬
民
安
穏
之
儀
、
�
統
ニ
可

遂
祈
禱
之
旨
被　

仰
出
候
間
、
右
之
趣
可
被
申
渡
候
、
尤
守
札
護
符
之
品
施

行
候
儀
も
、
勝
手
次
第
ニ
可
致
候
、

�
先
年
浅
間
山
焼
、
奥
羽
飢
饉
疫
癘
且
関
東
出
水
、
京
都
火
災
等
ニ
て
、
下
々

失
亡
い
た
し
候
ニ
付
、

京
都知　

恩　

院

上
州
新
田

大　

光　

院

奥
州
岩
城

專　

稱　

寺

羽
州
庄
内

大　

督　

寺

葛
西
小
松
川

仲　

豪　

院

府
内
本
所

回　

向　

院

右
於
寺
院
、
今
度
施
餓
鬼
修
行
可
致
旨
被　

仰
付
候
、
右
修
行
料
と
し
て
銀

拾
枚
ツ
ヽ
被
下
候
間
、
其
段
可
被
申
渡
候
、
尤
被
下
銀
之
儀
は
、
御
勘
定
奉

行
可
被
談
候
、

右
之
通
、
寺
社
奉
行
え
申
渡
候
間
、
可
被
得
其
意
候
、

十
二
月

と
幕
府
は
祈
禱
・
施
餓
鬼
に
関
す
る
命
令
を
下
し
て
い
る（
（（
（

。
前
年
の
浅
間
山
噴
火
・

奥
羽
の
大
飢
饉
・
関
東
の
水
害
・
京
都
の
大
火
災
に
お
い
て
被
害
を
被
っ
た
地
域
が

全
国
的
に
分
布
し
て
い
る
状
況
に
対
す
る
処
置
で
あ
る
。
知
恩
院
（
浄
土
宗
）
の
よ

う
に
密
教
修
法
を
実
施
し
な
い
寺
院
に
対
し
て
は
施
餓
鬼
を
実
施
さ
せ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
し
か
し
、こ
こ
で
問
題
な
の
は
冒
頭
の
「
諸
国
朱
印
之
寺
社
ニ
お
ゐ
て
」

と
言
う
部
分
で
あ
る
。
全
国
の
御
朱
印
を
拝
領
し
た
寺
社
�
統
に
対
し
て
の
祈
禱
命



近
世
後
期
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱
寺

七

令
で
あ
り
、札
守
等
の
献
上
も
「
勝
手
次
第
」
と
許
可
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

将
軍
家
の
祈
禱
を
恒
常
的
に
実
施
し
て
い
な
い
寺
院
で
も
祈
禱
を
実
施
し
た
こ
と
が

指
摘
で
き
る
。
恐
ら
く
、
同
様
の
内
容
で
祈
禱
令
が
下
さ
れ
、
そ
の
時
だ
け
祈
禱
を

実
施
す
る
寺
院
は
多
数
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
�
時
的
に
祈

禱
を
実
施
し
た
寺
院
も
、
将
軍
家
祈
禱
寺
の
�
端
と
し
て
解
釈
し
て
し
ま
う
場
合
も

在
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
金
輪
寺
に
対
す
る
祈
禱
寺
と
し
て
の
評
価
は
、
こ

う
し
た
解
釈
に
拠
る
も
の
と
は
言
わ
な
い
が
、
護
持
院
を
視
野
に
入
れ
た
場
合
、
両

寺
院
に
お
け
る
機
能
に
は
差
異
が
あ
る
と
言
え
る
。

五　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、享
保
期
以
降
の
護
持
院
に
お
け
る
山
内
機
構
を
明
ら
か
に
し
た
結
果
、

寛
政
期
に
お
い
て
も
基
本
的
に
変
化
は
な
い
こ
と
が
分
っ
た
。
そ
れ
は
先
論
に
お
い

て
坂
本
氏
が
指
摘
さ
れ
る
通
り
の
結
果
と
な
っ
た
が
、
本
稿
に
よ
っ
て
更
に
明
確
に

論
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
近
世
を
通
し
て
将
軍
家
の
祈
禱
を
実
施
し
た
寺
院
は
多

数
存
在
し
た（
（（
（

。
し
か
し
、
そ
れ
ら
全
て
の
寺
院
が
恒
常
的
に
山
内
行
事
と
し
て
祈
禱

を
実
施
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
同
時
に
、
護
持
院
の
よ
う
に
山
内
機
構
が
将
軍

家
の
祈
禱
を
目
的
に
特
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
寺
院
は
多
く
な

い
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
将
軍
政
権
下
に
お
け
る
護
持
院
は
寛
永
寺
と
共
に

将
軍
家
祈
禱
寺
の
中
で
も
中
心
的
な
存
在
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

ま
た
、前
掲
し
た
寛
政
期
の
鏡
開
の
内
容
か
ら
窺
え
る
通
り
、幕
府
の
寛
永
寺
（
＝

輪
王
寺
門
跡
）
に
対
す
る
認
識
と
は
、
日
本
国
鎮
守
と
し
て
東
照
大
権
現
へ
と
変
貌

し
た
徳
川
家
康
を
祭
祀
し
た
日
光
山
・
久
能
山
を
管
領
す
る
寺
院
で
あ
ろ
う
。
換
言

す
れ
ば
、
朝
廷
を
意
識
し
た
幕
府
の
宗
教
権
威
の
象
徴
と
し
て
存
在
す
る
寺
院
と
解

釈
で
き
る（
（（
（

。
即
ち
、
こ
う
し
た
鏡
開
と
言
う
幕
府
儀
礼
の
�
面
か
ら
も
、
護
持
院
と

寛
永
寺
は
別
次
元
に
存
在
し
た
寺
院
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
護
持
院
の

よ
う
に
将
軍
家
の
祈
禱
を
山
内
機
構
と
し
て
有
し
て
い
な
か
っ
た
寺
院
と
比
較
し
て

み
て
も
、
ま
た
別
の
寺
院
と
し
て
の
機
能
性
が
窺
え
る
。
し
た
が
っ
て
、「
将
軍
家

祈
禱
寺
」
に
対
す
る
評
価
・
位
置
付
け
は
祈
禱
実
施
は
勿
論
だ
が
、

　

・
祈
禱
が
恒
常
的
に
実
施
さ
れ
る
山
内
機
構
が
存
在
し
た
の
か
、

　

・
存
在
し
た
の
な
ら
ど
れ
程
の
期
間
に
亘
り
継
続
さ
れ
た
の
か
、

　

・
ど
の
よ
う
な
事
柄
（
人
物
・
場
所
な
ど
）
に
作
用
し
た
の
か
、

を
加
味
し
て
評
価
を
下
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

註
（（）
護
持
院
に
関
す
る
先
論
は
多
数
あ
る
が
、
主
な
も
の
を
以
下
掲
載
す
る
。

林
亮
勝
・
坂
本
正
仁
共
著
『
護
国
寺
史
』（
護
国
寺
、
�
九
八
八
）、
坂
本
正

仁
「『
護
国
寺
日
記
』
に
つ
い
て
」（『
豊
山
学
報
』
第
�
�･

�
五
合
併
号
、

�
九
七
〇
）、

坂
本
正
仁
「
将
軍
家
祈
祷
寺
と
し
て
の
護
国
寺
に
つ
い
て
」（『
豊
山
教
学
大

会
紀
要
』
第
二
号
、
�
九
七
�
）、「
護
持
院
の
護
国
寺
兼
帯―

―

享
保
〜
宝

暦
期
真
言
宗
新
義
派
の
�
側
面―

―

」（『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
第
�
号
、

�
九
七
六
）、「
近
世
初
期
の
知
足
院
」（『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』
第
二
�
巻
、

第
二
号	

�
九
七
六
）、「
護
持
院
縁
起
世
代
記
の
検
討
」（『
豊
山
学
報
』
第

二
�
号
、
�
九
七
六
）、「
近
世
御
祈
禱
寺
の
様
相―

―

特
に
護
持
院
を
中
心
に

―
―

」（『
加
藤
章
�
先
生
古
稀
記
念
論
文
集　

仏
教
と
儀
礼
』
国
書
刊
行
会
、

�
九
七
七
）、「
近
世
初
期
真
言
宗
新
義
派
と
知
足
院
光
誉
」（『
勝
又
俊
教
博
士

古
稀
記
念
論
集
大
乗
仏
教
か
ら
密
教
へ
』
勝
又
俊
教
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊

行
会
、
�
九
八
�
）、

林
亮
勝
「
護
持
院
隆
光
に
つ
い
て
」（『
仏
教
史
研
究
』
三
号
、�
九
六
八
）、「
菩

提
寺
と
祈
祷
寺
」（『
牧
尾
良
海	

博
士
喜
寿
記
念	

儒
・
佛
・
道	

三
教
思
想
論
攷
』

山
喜
房
佛
書
林
、
�
九
九
�
）、「
護
持
院
隆
光―

―

将
軍
政
治
と
祈
祷
僧
の
役

割―
―

」（『
大
正
大
学
研
究
論
叢
』
第
六
号
、
�
九
九
八
）、

玉
橋
隆
寛
「
将
軍
綱
吉
の
死
去
と
隆
光―

―

特
に
智
積
院
方
の
僧
録
職
願
い
を



近
世
後
期
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱
寺

八

中
心
に―

―

」（『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
創
刊
号
、
�
九
七
三
）、「
享
保
期
に

お
け
る
新
義
真
言
宗
に
つ
い
て―

―

特
に
護
持
院
消
亡
に
よ
る
再
編
を
中
心
に

―
―

」（『
豊
山
学
報
』
第
�
七･

�
八
合
併
号
、
�
九
七
三
）、

坂
本
正
仁
・
櫛
田
良
道
共
著
「
筑
波
山
護
持
院
「
年
中
行
事
附
臨
時
雑
記
」―

―

将
軍
家
祈
禱
の
実
態―

―

（
上
・
中
・
下
）」
解
説
部
（『
豊
山
学
報
』
五
〇

〜
五
二
号
、
二
〇
〇
七
〜
〇
九
）、

拙
稿
「
享
保
期
以
降
の
護
持
院
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱―

―

護
国
寺
所
蔵
「
御

祈
禱
標
目
」
を
素
材
と
し
て―

―

」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
三
〇
号
、

二
〇
〇
六
）、「
近
世
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱
寺　

―
―

護
持
院
と
寛
永
寺
の
職

掌
に
関
す
る
�
考
察―

―

」（『
密
教
学
研
究
』
�
二
、二
〇
�
〇
）
掲
載
予
定

な
ど
。

（（）
享
保
期
以
降
の
護
持
院
に
つ
い
て
究
明
し
て
い
る
論
稿
は

坂
本
「
近
世
御
祈
禱
寺
の
様
相―

―

特
に
護
持
院
を
中
心
に―

―

」（『
加
藤
章

�
先
生
古
稀
記
念
論
文
集　

仏
教
と
儀
礼
』
国
書
刊
行
会
、
�
九
七
七
）、
拙

稿
「
享
保
期
以
降
の
護
持
院
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱―

―
護
国
寺
所
蔵
「
御
祈

禱
標
目
」
を
素
材
と
し
て―

―

」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
三
〇
号
、

二
〇
〇
六
）
な
ど
で
あ
る
。

（（）
坂
本
前
掲
右
同
書
。
元
禄
期
と
享
保
期
に
お
け
る
基
本
的
な
祈
禱
の
様
相
は
、

制
限
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
数
量
に
変
化
は
在
っ
た
も
の
の
、
将
軍
家
祈
禱
寺

と
し
て
の
機
能
に
変
化
は
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（（）
拙
稿
前
掲
註
（（）
で
、
享
保
期
以
降
の
将
軍
家
子
女
出
生
に
関
す
る
祈
禱
事
例
を

中
心
に
取
り
扱
っ
た
が
、
同
寺
に
お
け
る
基
本
的
な
山
内
行
事
な
ど
に
は
言
及

し
て
い
な
い
。

（（）
茨
城
県
つ
く
ば
市
筑
波
杉
田
氏
所
蔵
『
杉
田
家
文
書
』
所
収
。
同
史
料
に
関
す

る
体
裁
・
成
立
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
坂
本
正
仁
・
櫛
田
良
道
共
著
「
筑
波

山
護
持
院
「
年
中
行
事　

附
臨
時
雑
記
」―

―

将
軍
家
祈
禱
の
実
態―

―
(

上
・

中
・
下)

」（『
豊
山
学
報
』
二
〇
〇
七
〜
〇
九
）
参
照
。
以
下
、『
年
中
行
事
』

と
省
略
す
る
。

（（）
『
筑
波
山
護
持
院
「
年
中
行
事　

附
臨
時
雑
記
」』
三
月
朔
日
条

（（）
『
筑
波
山
護
持
院
「
年
中
行
事　

附
臨
時
雑
記
」』
二
月
朔
日
条

（（）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
江
戸
幕
府
日
記
』
架
番
号
�
六
〇
‐

�
三
六
、六
五
冊
、
寛
政
五
年
二
月
朔
日
条

（（）
『
隆
光
僧
正
日
記
』
宝
永
二
年
二
月
�
日
条

（（0）
林
亮
勝
「
菩
提
寺
と
祈
祷
寺
」（『
牧
尾
良
海	

博
士
喜
寿
記
念	

儒
・
佛
・
道	

三

教
思
想
論
攷
』
山
喜
房
佛
書
林
、
�
九
九
�
）
に
は
、「
公
式
に
記
録
さ
れ
て

い
な
い
が
、
将
軍
の
常
時
の
扱
い
と
し
て
は
、
寛
永
寺
・
増
上
寺
・
護
持
院
・

金
地
院
・
覚
王
院
・
護
国
寺
、
の
順
と
な
っ
て
い
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（（（）
『
筑
波
山
護
持
院
「
年
中
行
事　

附
臨
時
雑
記
」』
�
月
十
六
日
条

（（（）
『
筑
波
山
護
持
院
「
年
中
行
事　

附
臨
時
雑
記
」』
�
月
十
五
日
条

（（（）
高
橋
千
恵
「
江
戸
幕
府
宗
教
政
策
に
と
も
な
う
関
東
真
言
宗
寺
院
の
変
容―

―

「
関
東
五
ヶ
寺
」
王
子
権
現
社
別
当
禅
夷
山
金
輪
寺
を
通
し
て―

―

」（『
王
子

村	

大
岡
家
文
書	

調
査
報
告
書
Ⅰ
』
東
京
都
北
区
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
）、

宇
高
良
哲
『
近
世
関
東
仏
教
教
団
史
の
研
究
』（
文
化
書
院
、�
九
九
九
）
参
照
。

宇
高
氏
の
論
考
（
六
�
九
〜
六
六
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
古
義
真
言
宗
五
箇
寺
は

享
保
七
年
に
は
確
実
に
機
能
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
に
は
不
明

な
点
が
多
い
と
言
う
。

（（（）
太
田
尚
宏
「
王
子
村
大
岡
家
文
書
に
つ
い
て
」（『
王
子
村	

大
岡
家
文
書	

調
査

報
告
書
Ⅰ
』
東
京
都
北
区
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
）
七
〜
八
頁
。
特
に
祈
禱

に
関
し
て
は
「
金
輪
寺
で
は
、毎
月
�
日
に
天
下
泰
平
と
将
軍
家
の
武
運
長
久
・

子
孫
繁
栄
を
祈
念
し
て
大
般
若
経
の
転
読
が
行
な
わ
れ
る
の
を
慣
例
と
し
て
お

り
、
さ
ら
に
将
軍
家
の
妻
妾
が
懐
胎
し
た
と
き
や
出
産
に
際
し
て
は
、
巻
数
を

幕
府
へ
献
上
す
る
な
ど
、
将
軍
家
・
幕
府
に
対
す
る
種
々
の
祈
願
を
行
な
っ
て

い
た
。
ま
た
金
輪
寺
の
住
持
は
、
年
頭
御
礼
や
継
目
御
礼
・
御
代
替
御
礼
・
御

修
復
御
礼
な
ど
で
登
城
し
た
折
り
に
は
、将
軍
へ
の
単
独
で
の
御
目
見
（
独
礼
）



近
世
後
期
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱
寺

九

が
許
さ
れ
る
と
い
う
高
い
格
式
を
有
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（（（）
『
大
岡
家
文
書
』
文
化
十
年
十
�
月
八
日
条
、（『
王
子
村	

大
岡
家
文
書	

調
査

報
告
書
Ⅰ
』
東
京
都
北
区
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
）

（（（）
『
大
岡
家
文
書
』
文
化
十
年
七
月
廿
九
日
・
晦
日
条

（（（）
「
西
丸
御
簾
中
様
御
安
産
御
祈
禱
巻
数
献
上
・
竹
千
代
様
御
無
難
御
成
長
御
祈

禱
巻
数
献
上
・
同
御
誕
生
御
祝
儀
御
能
拝
見
諸
願
等
留
記
」
文
化
十
年
七
月
月

廿
九
日
条
、『
大
岡
家
文
書
』（『
王
子
村	

大
岡
家
文
書	

調
査
報
告
書
Ⅰ
』
東

京
都
北
区
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
）

（（（）
『
大
岡
家
文
書
』、
文
化
十
年
八
月
八
日
条

（（（）
『
大
岡
家
文
書
』、
文
化
十
年
八
月
九
日
条

（（0）
『
大
岡
家
文
書
』、
文
化
十
年
八
月
十
六
日
条

（（（）
『
大
岡
家
文
書
』、
文
化
十
年
十
�
月
六
日
〜
廿
七
日
条

（（（）
太
田
前
掲
註
（（（）
参
照
。

（（（）
保
垣
孝
幸
「
近
世
中
〜
後
期
に
お
け
る
寺
社
「
御
修
復
」
願
の
展
開
過
程―

―

武
州
豊
島
郡
王
子
村
王
子
権
現
社
別
当
金
輪
寺
の
場
合―

―

」（『
王
子
村
大
岡

家	

文
書
調
査
報
告
書
Ⅰ
』
東
京
都
北
区
教
育
委
員
会
、二
〇
〇
〇
）
に
よ
れ
ば
、

金
輪
寺
の
修
復
事
業
に
対
す
る
幕
府
の
対
応
は
相
当
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（（（）
高
橋
前
掲
註
（（（）
参
照
。

（（（）
保
垣
前
掲
註
（（（）
二
五
九
〜
二
六
�
頁	

参
照
。

（（（）
太
田
前
掲
註
（（（）
参
照
。

（（（）
『
御
触
書
天
保
集
成
』

（（（）
『
御
触
書
天
保
集
成
』
�
�
八
八
号

（（（）
『
御
触
書
天
保
集
成
』
�
�
八
九
号

（（0）
「
御
祈
禱
公
邊
摽
目
」（「
御
祈
禱
標
目
」）
天
保
八
年
三
月
廿
九
日
条
。
こ
こ

に
は
天
明
・
寛
政
・
天
保
に
五
穀
成
就
の
祈
禱
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
が
「
此
時

寺
ハ
當
院
斗
リ
江
被
仰
付
、
外
�
軒
有
之
、」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
寺
院
で
は

護
持
院
の
み
が
担
当
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（（（）
『
御
触
書
天
保
集
成
』
�
二
〇
二
号

（（（）
拙
稿
「
近
世
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱
寺―

―

護
持
院
と
寛
永
寺
の
職
掌
に
関
す

る
�
考
察―
―

」(

『
密
教
学
研
究
』
�
二
号
、二
〇
�
〇)

掲
載
予
定
。
参
照
。

（（（）
右
同
書
。
寛
永
寺
の
職
掌
に
関
す
る
考
察
を
論
述
。



近
世
後
期
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱
寺

�
〇

二
十
八
日

二
十
五
日

二
十
二
日

二
十
�
日

十
八
日

十
七
日

十
六
日

十
五
日

十
二
日

十
�
日
十
日
九
日
八
日

七
日
六
日

�
日

献
上
年
月
日

【
表
１
】　

月
次
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
法
会
・
行
事

最
勝
王
経
会

月
次
御
礼
登
城

天
満
宮
法
楽

桂
昌
院
法
会

御
影
供

観
音
堂
出
仕

東
照
宮
神
前
法
楽

月
次
の
札
守
献
上(

表
向)

日
待
日
天
法
楽

仁
王
経
会

月
次
御
礼
登
城

興
教
大
師
法
会

真
読
大
般
若

常
憲
院
殿
（
綱
吉
）
法
会

筑
波
山
開
山
徳
�
大
士
法
会

薬
師
堂
出
仕

隆
光
僧
正
法
会

亮
賢
僧
正
法
会

月
次
の
札
守
献
上

真
読
大
般
若

筑
波
権
現
法
楽

月
次
御
礼
登
城

法
会
祈
祷
等
の
種
類

本
丸

両
本
丸

両
南
部
家

本
丸
献
上
先

	

十
二
月
は
五
日
に
繰
り
上
げ
て
修
行

	

�･

二･

�･

七･

十
二
月
の
み

	

十
二
月
は
五
日
に
繰
り
上
げ
て
修
行

	

六
月
は
吉
祥
月

	

毎
月
護
持
院
護
国
寺
交
替
で
修
行
（
三
月
は
正
御
影
供
）

	

五
月
は
七
日
に
修
行

	
�
・
二
・
三
・
五
・
八
・
九
・
十
・
十
�
・
十
二
月
の
み

	

十
二
月
は
五
日
に
繰
り
上
げ
て
修
行

	

二
月
か
ら
十
二
月
ま
で

	

�
〜
三
月
は
無
し
（
三
月
に
関
し
て
は
天
明
七
年
か
ら
無
し)

備
考



近
世
後
期
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱
寺

�
�

十
五
日
頃

二
十
九
日

十
三
日

十
二
月　

五
日

二
十
七
日
�
日

十
�
月　

�
日

十
月　

十
�
日
九
日

九
月　
　

八
日

十
五
日

八
月　
　

�
日

十
五
日
七
日

七
月　
　

六
日

二
十
日

六
月　

十
二
日
晦
日

五
月　
　

八
日

五
月　
　

五
日

�
月　
　

晦
日

三
月
三
日

二
十
�
日

二
月　

十
五
日

正
月
二
十
�
日

正
月　
　

六
日

献
上
年
月
日

【
表
２
】　

年
次
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
法
会
・
行
事

節
分
会
の
祈
祷

星
供
祈
祷
開
白

煤
納
大
勝
金
剛
法
開
白

春
日
法
楽

筑
波
権
現
御
祭
礼
供
物
献
上

筑
波
権
現
御
祭
礼

文
章
院
殿
法
会

重
陽
御
礼
登
城

浚
明
院
殿
法
会

八
幡
宮
法
楽

八
朔
御
礼
登
城

施
餓
鬼
法
要

七
夕
御
礼
登
城

理
源
大
師
法
会

惇
信
院
殿
法
会

惇
信
院
殿
法
会

聖
憲
尊
師
法
会

嚴
有
院
殿
法
会

端
午
御
礼
登
城

有
勝
院
殿
法
会

上
巳
御
礼
登
城

孝
恭
院
殿
法
会

常
楽
会

台
徳
院
殿
法
会

年
頭
御
礼
登
城

法
会
祈
祷
等
の
種
類

公
方･

大
納
言

大
奥

公
方･

大
納
言

両
本
丸

両
本
丸

両
本
丸

両
本
丸

両
本
丸

両
本
丸

献
上
先

六
日
迄
に
節
分
を
迎
え
た
ら
新
年
の
札
守
と
し
て
献
上

古
来
は
元
旦
開
白

煤
納
に
献
上
す
る
祈
祷
札
類
の
祈
祷
と
し
て
実
施

公
方
・
大
納
言
・
御
台
所
お
付
の
女
中
方
に
も
献
上

家
宣
法
会

表
向
の
儀
礼
と
し
て
登
城

家
治
法
会

表
向
（
幕
府
儀
礼
）
と
し
て
登
城

表
向
（
幕
府
儀
礼
）
と
し
て
登
城

吉
宗
法
会

家
重
法
会

家
綱
法
会

表
向
（
幕
府
儀
礼
）
と
し
て
登
城

家
継
法
会

表
向
（
幕
府
儀
礼
）
と
し
て
登
城

家
基
法
会

秀
忠
法
会

表
向
（
幕
府
儀
礼
）
と
し
て
登
城備
考



近
世
後
期
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱
寺

�
二

九
月
二
十
五
日

九
月
二
十
�
日

九
月　

十
五
日

九
月　

十
�
日

七
月　

十
五
日

五
月
二
十
五
日

五
月
二
十
�
日

五
月　

十
五
日

五
月　

十
�
日

正
月
二
十
五
日

正
月
二
十
�
日

正
月　

十
八
日

正
月　

十
五
日

正
月　

十
�
日

正
月　
　

七
日

日
付

　
【
表
３
】	

大
奥
を
介
し
て
献
上
さ
れ
た
祈
祷
札

本
命
星
供
祈
祷
札

当
月
の
祈
祷
札

聖
天
浴
油
供
祈
祷
札

誕
生
日
祈
祷
札
・
板
札

長
日
祈
祷
札

長
日
祈
祷
札

本
命
星
供
祈
祷
札

当
月
の
祈
祷
札

光
明
真
言
護
摩
札
守

本
命
星
供
祈
祷
札

当
月
の
祈
祷
札

聖
天
浴
油
供
祈
祷
札

誕
生
日
祈
祷
札
・
板
札

長
日
祈
祷
札

長
日
祈
祷
札

本
命
星
供
祈
祷
札

当
月
の
祈
祷
札

当
月
の
祈
祷
札

聖
天
浴
油
供
祈
祷
札

誕
生
日
祈
祷
札
・
板
札

当
月
の
祈
祷
札

長
日
祈
祷
札

長
日
祈
祷
札

本
命
星
供
祈
祷
札

当
月
の
祈
祷
札

星
供
祈
祷
札
献
上
名
目

本
命
星
供
�
七
箇
日

五
大
虚
空
蔵
・
星
本
尊
供
・
延
命
地
蔵
・
荒
神
供
・
最
勝
王
経

聖
天
浴
油
�
七
箇
日

筑
波
山
本
地
護
摩
・
転
読
大
般
若

五
大
明
王
・
筑
波
権
現
・
真
読
大
般
若
・
本
卦
・
日
待

大
日
如
来
・
聖
天
花
水
・
当
卦
本
尊
・
仁
王
・
日
待

本
命
星
供
�
七
箇
日

本
卦
・
愛
染
・
十
二
天
・
真
読
大
般
若
・
薬
師

光
明
真
言
護
摩

本
命
星
供
�
七
箇
日

五
大
虚
空
蔵
・
星
本
尊
供
・
延
命
地
蔵
・
荒
神
供
・
最
勝
王
経

聖
天
浴
油
�
七
箇
日

筑
波
山
本
地
護
摩
・
転
読
大
般
若

五
大
明
王
・
筑
波
権
現
・
真
読
大
般
若
・
本
卦
・
日
待

大
日
如
来
・
聖
天
花
水
・
当
卦
本
尊
・
仁
王
・
日
待

本
命
星
供
�
七
箇
日

本
卦
・
愛
染
・
十
二
天
・
真
読
大
般
若
・
薬
師

五
大
虚
空
蔵
・
星
本
尊
供
・
延
命
地
蔵
・
荒
神
供
・
最
勝
王
経

聖
天
浴
油
�
七
箇
日

筑
波
山
本
地
護
摩
・
転
読
大
般
若

筑
波
権
現
・
薬
師
・
普
賢
・
東
照
宮
祭
礼
・
六
観
音

五
大
明
王
・
筑
波
権
現
・
真
読
大
般
若
・
本
卦
・
日
待

大
日
如
来
・
聖
天
花
水
・
当
卦
本
尊
・
仁
王
・
日
待

本
命
星
供
�
七
箇
日

本
卦
・
愛
染
・
十
二
天
・
真
読
大
般
若
・
薬
師

当
年
星
供
�
七
箇
日

内
符
に
記
さ
れ
て
い
る
主
な
祈
祷
名

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

御
臺
・
御
簾
中
・
淑
姫
・
敦
之
助
・
綾
姫

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

御
臺
・
御
簾
中
・
淑
姫
・
敦
之
助
・
綾
姫

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

御
臺
・
御
簾
中
・
淑
姫
・
敦
之
助
・
綾
姫

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言

公
方
・
大
納
言
献
上
先





櫛
田
良
道
氏　

学
位
論
文
要
旨
（
課
程
博
士
）

「
近
世
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱
寺
に
つ
い
て―

―

護
持
院
を
中
心
と
し
て―

―

」

近
世
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱
寺
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
制
度
史
・
宗
教
史

の
双
方
か
ら
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
殆
ど
な
く
、
そ
の
蓄
積
は
少
な
い
。
そ
う
し
た
研

究
状
況
の
中
で
も
名
前
を
挙
げ
ら
れ
る
の
が
新
義
真
言
宗
護
持
院
・
天
台
宗
寛
永
寺

で
あ
る
。
本
論
文
は
、
近
世
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱
寺
、
特
に
護
持
院
と
寛
永
寺
の

将
軍
政
事
の
下
に
お
け
る
職
掌
と
位
置
付
け
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
�
章
「
将
軍
家
祈
禱
寺
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
で
は
、
将
軍
家
祈
禱
寺
研
究

に
関
す
る
進
捗
状
況
と
問
題
点
を
挙
げ
る
。
即
ち
、
先
論
の
緻
密
な
研
究
蓄
積
に
よ

り
護
持
院
に
つ
い
て
は
様
相
が
解
明
さ
れ
、
そ
の
性
格
は
「
奥
向
」
と
さ
れ
て
い
る

�
方
で
、
寛
永
寺
に
関
し
て
は
明
確
な
史
料
提
示
が
さ
れ
な
い
ま
ま
将
軍
家
祈
禱
寺

と
し
て
周
知
さ
れ
、
そ
の
性
格
は
「
表
向
」
と
さ
れ
て
い
る
。
表
・
奥
こ
れ
ら
二
つ

の
性
格
を
合
わ
せ
て
こ
そ
、
将
軍
家
祈
禱
寺
の
全
体
像
は
浮
き
彫
り
と
な
る
。
本
論

の
焦
点
の
�
つ
と
な
る
寛
永
寺
に
関
す
る
問
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
寛
永
寺
に

お
け
る
祈
禱
実
態
の
様
相
を
伝
え
る
日
鑑
や
年
中
行
事
記
な
ど
の
寺
院
史
料
不
足
。

②
祈
禱
寺
で
あ
り
な
が
ら
も
菩
提
寺
の
性
格
を
有
し
た
こ
と
に
よ
る
機
能
の
曖
昧

化
。
③
寛
永
寺
門
跡
が
輪
王
寺
門
跡
・
天
台
座
主
を
兼
任
し
た
こ
と
に
よ
る
機
能
の

同
�
視
。
以
上
を
交
え
考
察
し
な
け
れ
ば
、
将
軍
家
祈
禱
寺
に
関
す
る
研
究
は
成
果

を
得
ら
れ
な
い
と
問
題
提
起
し
、
以
降
、
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

第
二
章
「
将
軍
家
祈
禱
寺
の
様
相
」
で
は
、
護
持
院
が
実
施
し
た
祈
禱
事
例
を
ま

と
め
同
寺
の
祈
禱
寺
と
し
て
の
性
格
を
改
め
て
整
理
・
考
察
し
た
。
近
世
初
期
・
元

禄
期
・
享
保
期
・
享
保
期
以
降
と
幾
つ
か
に
分
類
し
た
時
代
に
お
け
る
護
持
院
の
祈

禱
寺
と
し
て
の
様
相
を
考
究
し
、
ま
た
、
同
じ
新
義
真
言
宗
で
あ
り
、
将
軍
綱
吉
の

生
母
桂
昌
院
が
建
立
し
た
護
国
寺
に
お
け
る
祈
禱
実
施
の
内
容
と
を
比
較
し
た
。
結

果
、
将
軍
の
祈
禱
の
み
を
実
施
す
る
山
内
機
構
を
有
す
る
護
持
院
の
方
が
、
将
軍
家

祈
禱
寺
と
し
て
相
応
し
い
と
論
証
し
た
。

第
三
章
「
将
軍
家
祈
禱
寺
」
で
は
、
天
台
宗
寺
院
で
あ
る
寛
永
寺
・
輪
王
寺
・
覚

樹
王
院
が
実
施
し
た
祈
禱
事
例
か
ら
、
寛
永
寺
の
様
相
解
明
を
試
み
た
。
寛
永
寺
の

祈
禱
寺
と
し
て
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
『
徳
川
実
紀
』
に
記
載
の
祈
禱
に
関
す
る

記
事
を
ま
と
め
て
比
較
検
討
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
寛
永
寺
の
祈
禱
実
施
の
実
態
は
見

え
ず
、
む
し
ろ
輪
王
寺
の
祈
禱
寺
と
し
て
の
性
格
が
浮
上
し
た
。
そ
れ
は
家
康
が
逝

去
後
に
日
本
国
の
鎮
守
神
＝
東
照
大
権
現
へ
と
神
格
化
す
る
こ
と
に
よ
り
構
築
し
た

幕
府
の
宗
教
権
威
に
大
き
く
係
わ
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
事
か

ら
、
輪
王
寺
の
祈
禱
体
制
が
幕
府
の
朝
廷
を
意
識
し
た
宗
教
権
威
の
上
昇
を
目
的
と

し
て
存
在
し
た
と
判
断
で
き
る
。
よ
っ
て
、
寛
永
寺
・
輪
王
寺
の
機
能
は
別
々
に
存

在
し
た
と
考
え
ら
れ
、
輪
王
寺
門
跡
は
、
将
軍
政
治
の
中
心
た
る
東
照
大
権
現
の
祭

祀
と
幕
府
の
視
点
か
ら
の
鎮
護
国
家
を
担
い
、
そ
の
門
跡
が
江
戸
で
は
寛
永
寺
住
持

と
し
て
存
在
し
、
将
軍
政
治
に
お
け
る
宗
教
権
威
の
象
徴
と
し
て
存
在
す
る
、
と
言

う
こ
と
に
存
在
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
寛
永
寺
の
存
在
意
義
は
、

将
軍
政
治
の
中
心
部
分
に
在
っ
た
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、
護
持
院
の
有
す
る
純

粋
な
祈
禱
寺
院
の
性
格
と
は
全
く
別
次
元
に
在
っ
た
と
論
証
で
き
る
。

第
�
章
「
将
軍
家
由
緒
寺
院
に
お
け
る
祈
禱
」
で
は
、『
御
触
書
集
成
』
に
記
載

さ
れ
て
い
る
諸
宗
寺
院
に
お
け
る
祈
禱
命
令
を
中
心
に
考
察
し
、そ
こ
か
ら
護
持
院
・

寛
永
寺
の
祈
禱
寺
と
し
て
の
存
在
意
義
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
っ
た
。
御
触
が
表
向
か

ら
の
祈
禱
依
頼
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寛
永
寺
の
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
は
出

来
な
か
っ
た
。
ま
た
、
他
史
料
か
ら
は
護
持
院
が
将
軍
家
祈
禱
寺
の
中
で
も
、
代
表

的
な
存
在
の
寺
院
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
も
、
護
持
院
・
寛
永
寺
の
祈
禱
寺
と
し
て
の
存
在
意
義
は
別
在
し
て
い
る
と
論

証
し
た
。

結
論
と
し
て
、
寛
永
寺
の
性
格
は
兼
任
し
た
輪
王
寺
で
実
施
さ
れ
た
祈
禱
に
よ
り

判
断
で
き
る
。
即
ち
、
幕
府
が
直
面
し
た
「
朝
廷
を
超
越
す
る
こ
と
が
不
可
能
」
と

言
う
現
実
問
題
へ
の
解
決
策
と
し
て
、
宗
教
権
威
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
朝
廷

に
準
拠
す
る
政
治
権
力
を
形
成
し
、
国
内
支
配
を
継
続
さ
せ
て
行
く
こ
と
に
目
的
が



置
か
れ
て
い
た
と
判
断
す
る
。
従
っ
て
、
将
軍
家
と
言
う
よ
り
も
、
幕
府
が
打
ち
立

て
た
「
公
儀
」
的
な
意
味
合
い
を
有
し
た
祈
禱
寺
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来

る
。
従
っ
て
、
両
寺
院
の
ど
ち
ら
が
将
軍
家
祈
禱
寺
と
し
て
相
応
し
い
の
か
と
言
う

よ
り
も
、
護
持
院
が
「
将
軍
政
治
の
内
部
部
分
」、
寛
永
寺
が
「
将
軍
政
治
の
朝
廷

を
意
識
し
た
外
部
部
分
」を
担
う
祈
禱
寺
と
し
て
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
規
定
付
け
を
す
れ
ば
、
両
者
は
機
能
を
干
渉
す
る
こ
と
な
く
幕
府
権
力
の

下
に
上
手
く
調
和
し
祈
禱
寺
と
し
て
の
職
務
を
果
た
せ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で
き

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
将
軍
家
祈
禱
寺
の
全
体
的
な
枠
組
み
と
�
定
の
基
準
点
を
設

け
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
護
持
院
・
寛
永
寺
の
両
寺

院
を
�
つ
の
頂
点
と
し
た
将
軍
家
祈
禱
寺
全
体
の
様
相
究
明
は
、
こ
こ
を
基
準
に
考

察
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。


